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郡街は，初期の評街の端緒的成立期 (7 世紀中葉-7世紀第 3 四半期)，評衝の全国的な成立期 (7世紀第4四半期)，








一方，国街は，初期国街が端緒的に成立する 7世紀第 4 四半期頃から 8世紀初め頃， 国街の恒久的施設が全国的に





































以上にみたように，律令国家の地方支配の諸画期を論じた本論文は，国家が 7世紀中葉に形成を始め， Î 世紀末か
ら 8世紀初頭に成立， 8 世紀中葉に確立し， 9-10世紀に再編成期に入るとする論者の古代国家変選観と不可分の関係
にある。国街や郡衡の変容にたいする個別の考察にも一貫してこの論理が貫かれており，明快な論述となっている D
論証の手続きについていえば、，性格の不明な官街遺跡の機能を論じるに際し，様々な可能性について逐一吟味しなが
ら，消去法で考察を前に進めるなど，着実である。
論者が再検討の必要を提案した国府域の方格地割の実態論については，条里制施行期の評価とあわせ，今後の議論
の余地がある。また，論者が郡衝の出先機関とする小規模な官街類似遺跡については，豪族の居館とどのように識別
するのか，その基準を示す必要があろう。このように残された課題があるとはいえ，本論文は，この分野の研究にお
ける現在の到達点を示す高い水準にあり，その意味で研究史の節目を画する重要な成果といってよい。本審査委員会
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は，本論文が博士の学位を授与するに十分に値すると判定するものである。
円。円。
